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安心・信頼、生きがいあふれる２１世紀、みんなと共に！

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
二
度
に
わ
た
る
「
緊

急
事
態
宣
言
」、
大
阪
支

部
協
は
こ
の
一
年
各
種
行
事
・
サ
ー
ク
ル

活
動
を
自
粛
し
て
き
ま
し
た
。今
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
「
か
か

ら
な
い
」「
周
り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
」

を
基
本
に
活
動
を
計
画
し
ま
し
た
。
新
し

い
生
活
様
式
に
乗
っ
取
り
、
こ
の
春
か
ら

「
摂
河
泉
・
ク
ラ
ブ
」（
五
〇
名
限
定
）
を

皮
切
り
に
、
各
種
行
事
を
行
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
経
済
が
低
迷
す
る
中
、
今

年
も
四
月
か
ら
暮
ら
し
が
変
わ
り
ま
す
。

公
的
年
金
は
支
給
額
が
下
が
り
、
介
護
や

障
害
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
料
金
は
上
が
り
ま

す
。
食
用
油
、
電
気
料
金
等
も
上
が
り
ま

す
。
ま
た
、
大
阪
府
で
は
大
阪
都
構
想
の

簡
易
版
と
い
え
る
広
域
行
政
の
一
元
化
条

例
が
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
維
新
が
目

指
し
た
府
の
権
限
強
化
は
後
退
し
ま
し
た

が
「
地
方
分
権
に
逆
行
」
と
い
う
批
判
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
国
政
で
の
コ
ロ
ナ
対

策
で
は
、
対
応
の
後
手
、
一
年
が
経
過
し

「
た
だ
耐
え
ろ
」
で
は
限
界
、
国
政
で
は

自
民
党
、
大
阪
府
・
市
で
は
維
新
と
一
強

の
お
ご
り
も
も
う
限
界
、
こ
の
秋
の
衆
議

院
議
員
選
挙
で
は
政
治
の
潮
目
を
変
え
る

役
割
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

�

ｓ
Ⅰ

雑 録
  六 記

頑張ってます

阪神淡路大震災当時の生々しい映像である

もしもの時に備えて・・・もしもの時に備えて・・・

有有
ゆ うゆ う

　　備備
びび

　　無無
むむ

　　患患
か んか ん

会員の皆さま 会員の皆さま ご協力をお願いいたしますご協力をお願いいたします

安否確認 「お元気コール」5月17日～6月30日に実施します

コロナ感染拡大防止
コロナ感染拡大防止

三度 緊急事態宣言発令される

三度 緊急事態宣言発令される
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天
災
を
止
め
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
…
が
、「
初
期
・
初
動
」対
応
で
、
防
災
・
減
災

が
可
能
で
あ
り
ま
す
。
此
の
事
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
自
ら
の「
生
命
・
財
産
」を

守
る
事
を『
肝
』に
命
じ
、
想
定
さ
れ
て
い
る
巨
大
災
害
に
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
取
り
組
み
は『
全
会
員
に
対
し
、「
安
否
確
認
：
お
元
気
コ
ー
ル
」を
、
会

員
宅
へ
電
話
に
よ
る
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。
是
非
と
も
ご
家
族
を
含
め
て
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
〇
二
一
年
五
月
一
七
日
～
六
月
三
〇
日
に
実
施
し
ま
す
。

六
四
九
二
名
の
会
員
宅
へ

安
否
確
認「
お
元
気
コ
ー
ル
」を

実
施
し
ま
す

具
体
的
に
は
、　

　
会
員
六
四
九
二
名
へ
の
安
否
確
認
「
お

元
気
コ
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
是
非

と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
い
て
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
会
報
誌「
摂
河
泉
Ｏ
Ｂ
五
月
号
」が

⑴　
二
〇
二
一
年
五
月
一
〇
日
以
降
に
順

次
自
宅
等
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

⑵　
取
り
組
み
の
詳
細
に
つ
い
て
、
電
話

は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
所
属
す
る
（
河

内
ブ
ロ
ッ
ク
、
泉
州
ブ
ロ
ッ
ク
、
北
摂

ブ
ロ
ッ
ク
、
な
に
わ
ブ
ロ
ッ
ク
）
の
役

員
が
一
人
五
〇
名
の
会
員
を
担
当
し
ま

す
。

⑶　
電
話
す
る
役
員
は
、
所
属
ブ
ロ
ッ
ク

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

③　
こ
れ
ま
で「
大
規
模
災
害
」で
の
被
災

者
の
多
く
が
シ
ニ
ア
で
す
。（
私
た
ち
）

・
日
常
の
避
難
や
準
備
な
ど
の
気
配
の
お

願
い
を
し
ま
す
。

④　
日
頃
の
「
退
職
者
の
会
大
阪
支
部
協
」

へ
の
ご
協
力
に
感
謝
を
表
し
ま
す
。

⑤　
し
か
し
、
電
話
に
よ
る
活
動
は
、
社

会
問
題
化
し
て
い
る「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

や「
電
話
勧
誘
」と
い
う
歪
ん
だ
行
為
が

横
行
す
る
中
、
退
職
者
の
会
が
実
施

し
よ
う
と
し
て
い
る
安
否
確
認
「
お
元

気
コ
ー
ル
」
は
、
非
常
に
難
し
い
面
が

あ
り
ま
す
が
、
全
役
員
（
ブ
ロ
ッ
ク
委

員
）が
一
丸
と
な
っ
て
皆
さ
ん
の「
お
元

気
な
声
」を
頼
り
に
安
否
確
認「
お
元
気

コ
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
。
是
非
と
も
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
再
度
、
電
話
す
る
役
員
は
、「
退
職
者
の

会
◎
◎
ブ
ロ
ッ
ク
の
〇
〇
で
す
」と
所
属
、

氏
名
な
ど
明
ら
か
に
し
て
電
話
を
掛
け
ま

す
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

２
、
自
然
災
害
の
脅
威
を
伝
え
る
こ
と
の

大
切
さ

①　
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
〇
年
が
経
過

し
た
二
〇
二
一
年
三
月
二
〇
日
に
（
最

大
震
度
四
〜
五
）
余
震
が
東
北
地
域
で

発
生
し
、
皆
さ
ん
も
ま
た
か
と
身
構
え

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

名
、
自
ら
の
氏
名
を
告
げ
ま
す
。
電
話

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
固
定
電
話
、
携

帯
電
話（
私
電
話
）か
ら
掛
け
ま
す
。
留

守
電
に
は
、
今
回
担
当
者
の
所
属
ブ

ロ
ッ
ク
名
、自
ら
の
氏
名
を
告
げ
ま
す
。

そ
こ
で
、

１
、
今
回
の
安
否
確
認「
お
元
気
コ
ー
ル
」

の
狙
い
は
、

①　
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
。
お
元
気
、
自
宅
療
養
、
入

院
等
を
お
伺
い
し
ま
す
。

②　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
会
員
の
生
活
実
態（
現

在
）を
把
握
し
ま
す
。

・
住
所
変
更
、
自
然
災
害
、
火
災
共
済
変

更
、
介
護
施
設
へ
等
、
変
更
が
あ
れ
ば

②　
大
規
模
災
害
の
犠
牲
者
数
の
六
割
が

シ
ニ
ア
層
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
そ
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
の

多
く
は
持
病
、
環
境
の
変
化
に
よ
る
健

康
被
害
、
介
護
を
受
け
て
い
る
シ
ニ
ア

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

③　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
収

ま
ら
な
い
中
で
の
避
難
を
想
定
す
る
と

通
常
の
避
難
準
備
の
倍
以
上
の
備
え
を

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
常

か
ら
の
災
害
対
策
の
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
。

３
、
今
一
度
点
検・準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

①　
過
去
の
災
害
が
教
え
る
日
常
か
ら
の

備
え
が
重
要
で
す
。（
過
去
の
事
例
集
な

ど
紐
解
く
）

②　
自
然
災
害
に
遭
遇
し
た
時
の
自
ら
の

心
構
え
は
、

・
風
水
害
・
地
震
災
害
の
場
合

　
自
宅
、
屋
外
、
交
通
機
関
等
。

③　
津
波
の
場
合

　
高
台
避
難
、
地
域
の
ル
ー
ル
を
把
握
。

４
、
自
宅
で
の
持
ち
出
し「
避
難
セ
ッ
ト
」

の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か

①　
貴
重
品
：
通
帳　
保
険
証　
免
許
証

②　
情
報
グ
ッ
ズ：携
帯
電
話　
充
電
バ
ッ

テ
リ
ー　
ラ
ジ
オ　
筆
記
用
具

③　
救
急
：
衛
生
用
品

④　
非
常
食
品
：
飲
料
水　

栄
養
補
助
食

品
⑤　
生
活
用
品
：
タ
オ
ル　

軍
手　

着
替
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え　
カ
イ
ロ　
ハ
サ
ミ　
紐
類
な
ど　

５
、
安
否
情
報
の
確
認
：
家
族
と
必
ず
確

認
方
法
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

①　
一
七
一
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災

害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

②　
大
阪
支
部
協
議
会　

退
職
者
の
会
会

員
へ
の
安
否
確
認
活
動（
五
月
～
六
月
）

６
、
災
害
後
の
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
の

被
災
地
で
の
生
活
支
援
準
備
品

①　
三
日
分
の
食
料
と
水
の
常
備
・
備
蓄

の
確
認

②　
自
宅
内
の
危
険
個
所
点
検
、
改
善
策

の
実
施

　
　
水
屋　
両
開
き
扉
の
ガ
ラ
ス
飛
散
防

止　
シ
ー
ル　
ス
リ
ッ
パ
の
準
備

　
　
避
難
経
路
の
確
保
、
避
難
場
所
の
確

認（
ま
ず
は
自
宅
内
）

　
　
避
難
経
路
に
も
の
を
置
か
な
い

　
　
避
難
場
所
を
家
族
と
相
談
・
確
認
す

る
７
、
コ
ロ
ナ
禍
で
避
難
所
へ
移
動
後
の
生

活
①　
マ
ス
ク（
使
い
捨
て
）　

歯
磨
き
し
っ

か
り
、
口
内
細
菌
は
大
敵　
肺
炎
十
分

注
意

②　
食
器
の
使
い
ま
わ
し
、
現
金
に
つ
い

て
も
注
意（
こ
の
程
度
が
危
険
）

③　
寝
具
の
湿
気
対
策

④　
災
害
後
の
強
敵
粉
塵
対
策（
マ
ス
ク
）

８
、
避
難
経
路
は
、
事
前
に
散
歩
な
ど
を

と
お
し
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

1.日　　時 : 2021年5月28日（金）　雨天決行
2.集合時間 : 午後1時集合
　　オリエンテーション~バラ園散策　自由解散
3.集合場所 : 大阪市中央公会堂前
4.募集人員 : 50名（限定）
5.電話受付 : 5月10日～24日まで
� 06-6451-8100（午前10時から午後3時まで）

〇多数の場合抽選としますが、当選者のみ電話でお知らせします。
※ハガキでの当・落の通知はしません。

担当者会議が４月５日（月）開催され、コロナ禍での「健康ハイキング」について、近場の「バラの香り漂う」
中之島バラ園としました。尚、コロナの感染状況
により、「中止」があることもご理解ください。

ウォ―クラリ―（ハイキング）決まるウォ―クラリ―（ハイキング）決まる
中之島公園「バラ園周辺」（開催：5月28日）

　

四
月
一
日（
木
）コ
ン
ポ
大
阪　

一
階

会
議
室
に
お
い
て
、
女
性
の
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
「
女
性
の
会
」も
コ
ロ
ナ
防
止
対
策
を

十
分
に
行
い
つ
つ
、
今
後
の
取
り
組
み

を
計
画
・
立
案
し
ま
し
た
。

ま
ず
、

①
平
和
四
行
動
へ
大
阪
支
部
協
議
会
と

し
て
、「
献
鶴
」の
準
備
を
行
う
こ
と
。

千
羽
鶴
を
作
成
し
、
平
和
の
思
い
を

情
報
労
連
に
託
す
こ
と
と
し
ま
す
。

　
　

献
鶴
を「
沖
縄
ピ
ー
ス
す
て
ー
じ
：

六
月
二
三
〜
二
六
日
」「
広
島
ピ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
：
八
月
四
〜
六
日
」「
長

崎
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
八
月
七
日
〜

九
日
」
そ
し
て
根
室
平
和
行
動
（
二

月
）
に
献
鶴

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　
平
和
四
行
動
へ

「
大
阪
支
部
協
議
会
と
し
て
、献
鶴
」の
準
備

女
性
の
会

女
性
の
会

行事名 開催場所（時間） 具体的人員（募集人員）

折鶴作成
（千羽鶴作成作業）

6 月 7 日（月）
午前 10 時～
コンポ大阪　1 階会議室

女性役員 8 名

手芸教室
ハンカチを使った袋物作成
ハンカチ、針、糸、ハサミ
等を持参ください。

8 月 19 日（木）
午後 1 時～
コンポ大阪 AI 道場

募集人員 20 名

② 2020 年度計画（案）の概要は、以下の通りです。

大阪市中央公会堂前（集合場所）

ウォークラリー（5月1日〜31日）の記録と感想文をお送り頂いた方には、2020年度に限り、QUOカード（500円分）を進呈します。ウォークラリー（5月1日〜31日）の記録と感想文をお送り頂いた方には、2020年度に限り、QUOカード（500円分）を進呈します。
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組織内議員奮闘記
樋口 清二郎さん　組織内 奈良市議会議員（立憲民主党）

石橋 みちひろさん　参議院議員　組織内議員（立憲民主党）

山井 和則さん（京都 6 区）　衆議院議員　準組織内議員（立憲民主党）

　NTT 労組関西総支部第八回定期総会（2020年7月31日）で組織内候補として擁立が
決定しました。今回は、2 期目の戦いとして、日常から地域の顔として、汗を流し市
政刷新に向けて活動しています。組織内議員樋口清二郎さんを応援しましょう。（激戦
が予想されます）奈良市議会議員選挙投票日：2021年7月11日（日曜日）

コロナ禍による生活困窮者に対する緊急支援策を政府に提言（菅総理大臣と対応）
　石橋議員は「（長期化するコロナ禍において）多くの非正規雇用の皆さん、とりわけ
女性労働者の皆さんが解雇され、雇い止めにあい、短時間労働のために労働時間が大
きく減り、収入が大きく減少した」と述べ、女性の非正規雇用労働者に対する緊急の
支援を訴えました。その上で「今回の政府のパッケージでは、多くの皆さんに届きま
せん。支援金、給付金。そして昨年の中小企業の申請が、もう 3 月末で切れます。こ
れを何とか伸ばしていただきたいということも、我々は要請しています。多くの皆さ
んが休業支援金の制度すら知らない。知っていてもまだ申請できていない。でも政府
は 3 月末で申請期限を切ろうとしてるのです。『支える』と言うのならば、休業支援
金の 3 月末の期限を延ばしてください」と休業支援金の申請期限の延長を強く訴えま
した。

　コロナ禍の生活や経済への打撃がますます深刻になる昨今、石橋みちひろ議員とと
もに議員立法の立案などを通じた政策実現に向けて奮闘しています。
　コロナ禍でひとり親家庭特別給付、休業支援金拡大などを実現し、国民目線の政治
を取り戻す活動を続けています、ご支援をよろしく。

熊谷 俊人熊谷 俊人さんさん 初当選初当選
全国で2番目に若い知事に

3.21千葉県知事選挙

NTT労組出身

千葉県知事選挙の投・開
票 が、3 月 21 日 に 行 わ
れ、NTT 労組出身で、前
千葉市長の熊谷俊人さん
が 140 万 9,496 票と自民
党候補 38 万 4723 票に圧
勝し、初当選を果たしま
した。

43 歳

　これまで、すべての中央協の行動計画や指針につ
いて、オープンとしてきましたが、昨今の社会情勢
から掲載した記事によっては、あらぬ誤解と憶測を
呼び、退職者の会活動への支障をもたらす恐れが無
しとは言えない状況に直面しています。中央協は、
この状況から、今後は、掲載する「資料全般」につ
いて、「ＩＤ・パスワード」を設定します。
　ただし、会員が閲覧を希望する場合、支部協に問
い合わせてください。
　　

TEL 06-6451-8100

2021年4月12日（月）から

中央協ホームページへの
アクセス方法が変わりました

５
年
表
彰（
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
）

あ
っ
と
い
う
ま
に
時
間
が
過
ぎ
た

河
内
ブ
ロ
ッ
ク 

楢
原 

悦
次

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
ウ
ェ
ア
を
退
職
し
て
か
ら

一
年
も
た
た
な
い
頃
、
あ
る
先
輩
に
「
最

近
ど
な
い
し
て
ん
の
？
」
と
聞
か
れ
て
、

半
分
冗
談
ま
じ
り
で
、「
い
や
ー
ぁ
、
暇
で

暇
で
、退
屈
や
ね
ん
」と
答
え
た
の
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
ま
わ
り
ま
わ
っ
て
、
河
内

ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
に
な
ら
な
い

か
と
お
誘
い
を
受
け
た
の
が
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。

　
第
二
の
人

生
と
し
て
、

地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
参
加

や
新
た
な
仕

事
へ
の
挑
戦

を
は
じ
め
た

と
こ
ろ
で
あ

り
、
余
る
時

間
を
ど
う
使

う
か
と
考
え

て
い
た
時
期

で
も
あ
り
ま

し
た
。
五
年

と
い
う
こ
と
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10
年
表
彰（
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
）

一
〇
年
表
彰
を
受
け
て

　
河
内
ブ
ロ
ッ
ク 

南
岡 

清
司

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
関
西
を
二
〇
〇
五

年
一
二
月
末
退
職
と
同
時
に
退
職
者
の
会

に
入
会
し
、
そ
の
四
年
後
先
輩
の
勧
め
で

二
〇
一
〇
年
七
月
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て

二
〇
一
三
年
度
に
、
故
加
戸
ブ
ロ
ッ
ク
長

か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
計
担
当
に
指
名
さ
れ

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
会
の
目
的
・
活
動
内
容
・

組
織
形
態
等

何
も
知
ら

ず
、
ブ
ロ
ッ

ク
委
員
の
名

前
を
覚
え
る

の
が
精
一
杯

で
し
た
が
、

ブ
ロ
ッ
ク
委

員
会
や
学
習

会
・
イ
ベ
ン
ト
・
平
和
行
動
等
重
ね
る
こ

と
で
そ
れ
ら
を
知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

又
、
一
時
で
し
た
が
四
ブ
ロ
ッ
ク
が
曜
日

を
分
担
し
、事
務
局
の
電
話
受
付
業
務（
通

称
：
常
駐
）
に
携
わ
っ
た
こ
と
、
そ
の
後

二
年
弱
週
二
日
程
度
で
し
た
が
、
デ
ー
タ

整
理
等
事
務
局
業
務
に
携
わ
ら
せ
て
頂
い

た
中
で
、
退
職
者
の
会
の「
目
的
」や「
役

割
」に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。

又
仲
間
と
出
会
う
機
会
も
増
え
多
く
の
人

と
知
り
合
う
こ
と
が
出
来
、
楽
し
く
活
動

す
る
こ
と
が
出
来
た
一
〇
年
で
し
た
。
残

念
な
が
ら
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
生
活
様
式
が
変
わ
る

中
、
私
た
ち
の
活
動
も
縮
小
を
強
い
ら
れ

「
ふ
れ
あ
い
」
の
機
会
も
奪
わ
れ
て
し
ま

い
、
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
丁
目
一
番
地
で

あ
っ
た
花
見
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
暫
ら
く
こ
の
状
況
が
続
く
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
克

服
時
に
は
、
花
見
は
勿
論
社
会
見
学
・
懇

親
会
等
々
以
前
に
増
し
て
、
会
員
の
皆
さ

ん
と
の「
親
睦
」を
第
一
に
、
役
目
を
果
た

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

支
部
協 

永
年
表
彰

５
年
表
彰（
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
）

あ
っ
と
い
う
ま
に
時
間
が
過
ぎ
た

河
内
ブ
ロ
ッ
ク 

楢
原 

悦
次

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
ウ
ェ
ア
を
退
職
し
て
か
ら

一
年
も
た
た
な
い
頃
、
あ
る
先
輩
に
「
最

近
ど
な
い
し
て
ん
の
？
」
と
聞
か
れ
て
、

半
分
冗
談
ま
じ
り
で
、「
い
や
ー
ぁ
、
暇
で

暇
で
、退
屈
や
ね
ん
」と
答
え
た
の
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
ま
わ
り
ま
わ
っ
て
、
河
内

ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
に
な
ら
な
い

か
と
お
誘
い
を
受
け
た
の
が
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。

　
第
二
の
人

生
と
し
て
、

地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
参
加

や
新
た
な
仕

事
へ
の
挑
戦

を
は
じ
め
た

と
こ
ろ
で
あ

り
、
余
る
時

間
を
ど
う
使

う
か
と
考
え

て
い
た
時
期

で
も
あ
り
ま

し
た
。
五
年

と
い
う
こ
と

で
す
が
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
時
間
が
過
ぎ

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
仕
事
を
辞
め

る
と
、
ど
う
し
て
も
行
動
範
囲
が
狭
く
な

る
も
の（
特
に
男
性
は
）で
す
。

　
何
か
あ
っ
た
か
ら
相
談
で
き
て
、
昔
の

同
僚
、
先
輩
な
ど
と
交
流
で
き
る
職
域
Ｏ

Ｂ
組
織
も
あ
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は

安
心
材
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
を
経
る

ご
と
に
体
力
が
落
ち
て
い
く
の
を
実
感
し

て
い
ま
す
が
、
元
気
で
体
が
動
く
あ
い
だ

は
微
力
で
す
が
退
職
者
の
会
の
活
動
に
参

加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

15
年
表
彰（
泉
州
ブ
ロ
ッ
ク
）

ブ
ロ
ッ
ク
委
員
一
五
年
の

表
彰
を
受
け
て

　
泉
州
ブ
ロ
ッ
ク 

登　
文
男

　
表
記
の
通

り
私
が
退
職

者
の
会
泉
州

ブ
ロ
ッ
ク
の

ブ
ロ
ッ
ク
委

員
に
任
命
さ

れ
て
か
ら
早

く
も
一
五
年

の
月
日
が
過

ぎ
私
的
老
齢

人
の
感
覚
と

　
第
二
二
回
定
期
総
会
は
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」の
た
め
、「
書
面
方
式
」

と
な
り
、
後
日
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
で
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
長

か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
に
お
い
て
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
方
か
ら
投
稿
を
頂
い
た
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
。
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し
て
は
歳
月
の
過
ぎ
る
の
が
本
当
に
早
く

て
そ
ん
な
に
永
ら
く
務
め
た
気
が
し
な
い

で
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
先
日
ブ
ロ
ッ

ク
委
員
会
に
出
席
し
た
折
に
表
彰
し
て
頂

き
大
変
感
激
致
し
ま
し
た
。

　
私
と
し
て
は
、
委
員
に
任
命
さ
れ
た
お

陰
で
今
日
ま
で
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
出

来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
委
員
と
し
て
は

大
し
た
お
役
に
立
っ
て
い
な
い
私
で
す
が

あ
と
も
う
少
し
の
間
頑
張
っ
て
少
し
で
も

お
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
御
礼

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

５
年
表
彰（
な
に
わ
ブ
ロ
ッ
ク
）

縦
の
糸
は
あ
な
た 

横
の
糸
は
私

　
な
に
わ
ブ
ロ
ッ
ク 

本
田 

節
雄

　
今
回
、
役
員
表
彰
五
年
を
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
五
年
前
に
退
職
し
て
単
身
赴
任
か
ら
関

西
に
戻
っ
て
来
た
当
時
に
、
退
職
者
の
会

の
懇
親
会
に
出
席
し
、
涌
田
さ
ん
（
当
時

の
な
に
わ
ブ
ロ
ッ
ク
長
）
か
ら
お
誘
い
を

受
け
ま
し
た
が
、
全
く
知
ら
な
い
人
達
の

中
に
入
る
こ
と
に
、
少
々
戸
惑
い
が
あ
り

ま
し
た
が
、
中
島
み
ゆ
き
の
詩
「
糸
」
の

歌
詞
の
よ
う
に
「
な
ぜ
、
め
ぐ
り
逢
う
の

　摂河泉ＯＢ5月号の表・裏の紙面構成をみて、これ
何と思われた方も実は、リバ－シブルを取り入れたもの
で、特に強調したい記事のある場合「スポーツ新聞が用
いる手法を中井会長からの提案」で作成したスポ－ツ紙
が、ちょうど表面「阪神絶好調」裏面「コロナ感染者大
阪1,000人越え3日連続「緊急事態再発」かと「目を
引く」そこで、今回、表面：危機管理　安否確認「お元
気コール」の5月17日スタート。裏面：「摂河泉・クラブ」
第一回開講式模様報告を掲載した。この提案をした際、
Ｎ印刷会社担当は、えっ、えっ…、右開き、左開き…戸惑っ
ていた。一度チャレンジしてみようと構成を一部組み替
えた。此れも今後の参考になることを信じて、評価が楽
しみである。是非とも意見を頂戴したい。結びにコロナ
終息を願いながら、5月17日からの安否確認「お元気コー
ル」に会員・ご家族のご協力をお願いいたします。
� 編集委員会

か
を　
私
た

ち
は　
な
に

も
知
ら
な
い　

い
つ
め
ぐ
り

逢
う
の
か
を

私
た
ち
は
い

つ
も
知
ら
な

い
」
と
言
う

様
に
、
め
ぐ

り
逢
い
と
思

い
、
な
に
わ

ブ
ロ
ッ
ク
委

員
会
に
参
加

す
る
事
に
し

ま
し
た
。

　
二
〇
一
五
年
に
全
国
交
流
集
会
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
、全
国
の
仲
間
と
交
流
で
き
、

そ
の
中
で
会
員
の
方
々
と
の
安
否
確
認
活

動
や
摂
河
泉
Ｏ
Ｂ
の
直
接
配
布
を
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
感
じ
、
現
在
は
、
一
部
の

方
々
に
直
接
手
渡
し
活
動
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
一
八
年
九
月
に
は
会
員
の
先
輩
と

台
湾
旅
行
中
に
日
本
で
強
烈
な
台
風
が
来

て
帰
国
で
き
ず
、
家
族
の
安
否
を
心
配
し

た
経
験
も
あ
り
、
災
害
時
の
安
否
確
認
の

重
要
性
を
身
に
染
み
て
感
じ
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
情
報
が
予
測
さ

れ
て
お
り
事
前
に
家
族
等
と
安
否
確
認
出

来
る
仕
組
み
作
り
を
話
し
て
い
ま
す
。　

　
二
〇
一
九
年
に
は
、
な
に
わ
ブ
ロ
ッ
ク

懇
親
会
で
会
員
と
の
懇
親
を
深
め
た
楽

し
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、昨
年
は
、

コ
ロ
ナ
禍
、
殆
ど
の
行
事
が
取
り
や
め

に
な
り
残
念
で
す
。

　
現
在
、
な
に
わ
ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ロ
グ

を
担
当
し
定
期
的
に
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
は
、
少
し
で
も
皆
さ
ま
の
お
手
伝

い
が
出
来
て
、
か
つ
喜
ん
で
も
ら
え
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
「
縦
の
糸
は
あ
な
た　
横
の

糸
は
私　
織
り
な
す
布
は　
い
つ
か
誰

か
を
暖
め
う
る
か
も
し
れ
な
い
」

編集後記
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ありがとう基金ありがとう基金  おめでとうございますおめでとうございます
お誕生月にメッセージとギフトをお送りしました。（郵送されています）お誕生月にメッセージとギフトをお送りしました。（郵送されています）

3月3月

米寿
溝川　照夫（なにわ）
林　美和子（なにわ）
福間久美子（河内）
左内　清美（河内）
林　　孝好（北摂）
三谷　求三（泉州）
鎌田　良雄（河内）
大野志げ子（なにわ）
大崎　　栄（北摂）
永井　恒雄（北摂）
岡本　和男（河内）
松山　誼数（北摂）
吉本　俊治（泉州）
竹田真由美（泉州）
竹馬　栄子（泉州）

喜寿
吉田　親征（北摂）
佐脇　修学（泉州）
前田　勝弘（河内）
吉村　良則（泉州）
吉田　敏昭（泉州）
杉町　　亨（泉州）
足立　光義（河内）
山地喜美子（河内）
上山　淳子（北摂）
伊藤　　巽（北摂）
高橋　謙吾（なにわ）
楠　　優子（なにわ）
岡野　幹子（河内）
豊山　栄子（北摂）
川口　春代（河内）
芳賀　尚夫（北摂）

深井　正勝（泉州）
谷口　昭久（河内）
河岸　政彦（河内）
小林　純子（河内）
有満　健ニ（鹿児島県）
杉本　忠夫（河内）
江南　　茂（河内）
山辺　莞士（北摂）
井山　明一（なにわ）
池田　晴彦（なにわ）
谷口　征男（なにわ）
清川　長彦（泉州）
三羽　　晃（河内）
山本　光昭（北摂）
山村　利彦（河内）
杉橋　　剛（河内）
大西　幸代（なにわ）
棒引　洋子（河内）
堺　　正中（河内）
山地總一郎（河内）

古希
尾崎　栄次（北摂）
足立　有司（河内）
沢井　晴雄（河内）
柴本　　等（なにわ）
大宅　春雄（北摂）
谷　　鑛兒（河内）
加藤　　博（河内）
井戸端　潜（泉州）
山崎謙一郎（泉州）
南出　廣康（河内）
川合　信雄（北摂）
藍川　　隆（泉州）
石田　広美（河内）
道井　邦夫（泉州）

武田　祥造（河内）
牧島　裕幸（河内）
廣谷　　薫（河内）
木場　善子（なにわ）
太田　好信（泉州）
松安　　徹（河内）
松下　省治（北摂）
斉藤　　力（河内）
石井　和子（なにわ）
松川　直哉（泉州）
坂根　政夫（泉州）
池内　幸一（泉州）
山川　正広（なにわ）
中井　純司（なにわ）
長谷　雅明（河内）
牧田　照美（なにわ）
大坪佳代子（北摂）
中村　陽子（河内）
吉田　　誠（河内）
小田　修二（なにわ）
森田　　勉（北摂）
向井　道子（泉州）

4月4月

米寿
道津フサ子（北摂）
林　アヤ子（北摂）
松井　民子（河内）
勝木シゲ子（北摂）
五十公野新助（北摂）
今井　宏史（なにわ）

喜寿
田中　　宏（河内）
井上　泰行（北摂）
田邊　正久（河内）
前田　勝彦（なにわ）
銭谷　保夫（泉州）
松本八恵子（河内）
塩野　義則（河内）
西村　　誓（泉州）
松田　陽子（北摂）
安達　文夫（北摂）
溝上　保孝（泉州）
岡本　茂孝（河内）
目　　静夫（泉州）
篠本美智子（河内）
分才　義彰（河内）
佐々井　昇（河内）
淡田　勝彦（泉州）
三俣　俊二（北摂）
中薗　弘章（河内）
辻原　成泰（北摂）
播磨　孝治（河内）
吉田　之昭（なにわ）
宮崎　　淳（河内）
住田　　勝（泉州）
高田　明美（泉州）
松井　芳子（河内）
高間　勝信（泉州）

古希
浦上　雄一（なにわ）
小島　富雄（河内）
中田　卓　（北摂）
辨野　裕己（河内）
岩本　和生（河内）
宮内久美夫（なにわ）

栫　　安正（なにわ）
齋藤　　優（北摂）
奥山　幸重（河内）
陶器　武彦（泉州）
船越　謙三（なにわ）
泉本　博子（なにわ）
森　しげる（北摂）
吉田　邦雄（泉州）
明海　滋夫（泉州）
前田　直紀（河内）
川本　　武（北摂）
扇田　廣一（なにわ）
藤井　忠明（なにわ）
川口　雅久（三重県）
藤岡　隆男（なにわ）
粂井　茂生（北摂）
竹本種次郎（泉州）
黒田　　修（泉州）
茨木　敏幸（なにわ）
土取　幸蔵（なにわ）
北林　正行（泉州）
川邊　竹志（泉州）

お悔やみ申し上げます。

木津　頼子（なにわブロック）
山本　光春（北摂ブロック）
木村　裕子（北摂ブロック）
赤木　道子（なにわブロック）
江藤　元洋（河内ブロック）
河中　廣美（泉州ブロック）

天川　良明（なにわブロック）
北　　四朗（河内ブロック）
岡本　和男（河内ブロック）
多々納 百合子（なにわブロック）
村上　三郎（河内ブロック）

人の動き人の動き 新しい仲間です （敬称略）

【河内ブロック】
宇都　美紀子
竹下　あけみ
原見　博子
藤江　善哉

【泉州ブロック】
江口　順郎
臼杵　楠尾
山下　享子

【なにわブロック】
青戸　美津惠

森岡　省春
吉岡　武史

【北摂ブロック】
谷口　八重子
吉田　智

2021年4月12日までに加入頂いた仲間です。
３月末でNTTを退職され、退職者の会に加入頂いた方につ
いては、別途掲載することとしています。

2021.2.20～2021.4.12の間に亡くなられた方々です。
なお、ご家族のお申し出により、掲載を控えている場合があ
ります。ご理解ください。
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ありがとうの投稿

　令和 3 年の 2 月に「古希」を迎え、下旬に 33 年間、
活動した「少年野球チーム : 川西ジュニアーズ（富田
林市）を孫と一緒に卒団し「感謝状」を頂きました。
このチームには子供 3 人（娘はマネージャー）と孫
2 人お世話になりました。そして、卒団生への挨拶の
時に 3 つのお願いをしました。
　1 つ目は、「感謝の気持ちと謙虚さを忘れないでほ
しい」苦しい練習や色々なプレッシャーに耐えて卒団
できたのはみなさんが頑張った成果と思うが、毎週
ユニフォームを洗濯してくれるお母さん、試合場に
配車してくれるお父さん、厳しく・優しく・激励して
くれる監督・コーチ等の指導者の方やコロナウイルス
感染症で試合は少なかったけど、雨の日はグラウン
ドの水を抜いて準備してくださる運営や審判員の方
のおかげで試合ができ成長したと思う。そういう方々
への感謝の気持ちと謙虚さを忘れないで欲しい。
　2 つ目は、「本当の・真の友達をたくさん作って欲
しい。」人は決して 1 人では生きて行けなく、困った時、

悩んだ時は支え・助けてくれる人が必要で支えても
らえないと挫折してしまう。人間関係は自分自身の財
産でたくさん真の友達を作り、お互いの信頼関係を
こつこつと築いていかなければいけないと思う。
　3 つ目は、「人を支えられる人間になれるよう努力
して欲しい」自分自身も努力しないと誰も支えてくれ
ず、真の友達を支えられるような人間になりたいと意
識するだけで行動が変わり、他人に配慮ができる優
しく強い人になれると思う。
　最後にこの活動で学んだ言葉を紹介しておきます。
　「人のためにつくす心が、そのままに我が身を守る
力なり」

古希を迎えて古希を迎えて　　河内ブロック河内ブロック　　松井　義廣松井　義廣

お詫びと訂正をします。
1.摂河泉OB第130号
　表彰の記事について「氏
名」と「記事」が逆転の誤りが
ありました。正しくは右記
のとおりです。ここに訂正
しお詫び申し上げます。（本
人からご連絡を頂きました）

2.摂河泉OB第131号
　投稿記事について波多野
雅代さん（なにわブロック）の
作品の写真が天地逆となっ
ていました。訂正してお詫び
申し上げます。

　NTT 現役の頃、組合活動に参加してこなかった私
が、今では多くの仲間に支えられてブロック委員と
して、様々な経験や体験をさせて頂いています。
　最初の活動への参加は、「全国交流集会」へ参加で、
当日大阪支部協議会の活動状況を報告する場がある
と聞き、不安でしたが「事前学習」を開いて頂き「関
西ではどういった活動をしているのか」など、知識
を頂き、一安心。その後は、支部協主催行事「摂河泉・
クラブ（元いきいき講座）」など多くの行事、イベン
トが活発に展開されていることも知りました。これ
までの活動で印象に残る「全国交流集会」では、全
国各支部協が抱える「若い年代」の退職者の会への
参加が少ない事実なども知り、大阪の現状も同じだ
と痛感しました。
　2 つ目は、平和四行動の内、「広島ピースフォーラ
ム」「支部協独自の平和行動 in 友が島」への参加等、
さまざまな出来事が走馬灯のように私の脳裏を掠め
てゆきます。日常のブロック委員会活動を通じてよ
り多くの出会い、そして「ふれあい」があり、様々
な体験をさせて頂いたことが、退職後の人生に「元気」

「楽しみ」を与えて頂きました。
　今後とも、健康維持しながら
活動を続けための「原動力」と
して適度な運動が大事と思い、
昨年から「グラウンドゴルフ」
を始めました。まだまだ初心者
ですが、友人、仲間との「ふ
れあい」を大切に日々充実した
生活を送ると共にブロック委員
会、グラウンドゴルフの文武両
道を続けたいと思っています。

　光陰矢の如し、NTT を 65 歳で卒業し、退職者の
会のお世話になってから、はや 10 年、気が付いて
見ればブロック委員（世話役）を 10 年間重ねるこ
とができた。きっかけは、前ブロック長の大串さん
から呼びかけられ委員会を傍聴したのが始まりです。
　イベント、サークル、たまの動員にいっても数少
なく、スローライフを楽しみながら、暇つぶしに丁
度いいと軽い気持ちで引き受けたのが運のつき ! 委
員になって 1 年目で会計を任され、総会の議長も経
験した。動員は、平和行動、政治活動（選挙）、愛の
家関連、その他と数多くあり、中央協の前会長の石
原さんがよく言っていた「たかが退職者の会、され
ど退職者の会」の言葉の意味を自問自答しながら各
種取り組みに係わってきた、その後参加した全国交
流集会では、退職者の会の結成から今日までの歩み、

「現・退一致」の運動の基本原則、そして何よりも全
国の仲間と知り合えたことは、私の大きな財産であ
り、世話役としてやっていける自信を持つことがで
きた。
　今後の課題として会員の減少（団塊の世代から少
子化への移行）会と会員とのコミュニケーション、

危機管理、組織内議員の減少（一
時期 400 名ともいわれる議員
団が、しかし今は、政策議員を
加えても 80 名程度、特に大阪
府・市議会が「0」はさみしい
限り）これら課題は沢山あるが、
これからも退職者の会のモッ
トー「明るく」「楽しく」「元気
よく」でブロック委員を続けて
行こうと思っている。

５年表彰を迎えて
北摂ブロック　竹村いさを

永年表彰10年を受賞して
北摂ブロック　藤直　数隆

サークル紹介の「保存版」を別紙に同封しています。（サークル会議での提案）サークル紹介の「保存版」を別紙に同封しています。（サークル会議での提案）
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ブロックからの発ブロックからの発信信

北摂ブロック

河内ブロック

泉州ブロック

なにわブロック

それぞれのコロナ対策
　　　　　　　　　　　　　　松田 陽子
4月6日雨の甲子園、プロ野球伝統の阪神 vs巨人の今年の初戦、

阪神の快勝。しかし、スタンドはまばらな観客、8600人とのこと、
それもそのはず甲子園球場の位置する西宮市は4月5日から「ま
ん延防止等重点措置」の適用地域で新型コロナウイルスの感染防
止に重点的に対策の一環として取られた措置と理解できた。テレビ
観戦が一番のコロナ感染予防対策。
週一ゴルファーに聞いた話、ゴルフ場での新型コロナウイルス感

染防止策は、プレー以外はマスクの着用、手洗い消毒の徹底、ピン
には触れずにワングリップOKのプレー、バンカーレイキは使用せ
ず足かクラブで均すスタイルで感染防止が施されている。近所の少
年野球の学童に聞いた話、練習、試合に毎週土、日曜日に元気に
ユニホーム姿を見かけます。新型コロナウイルス感染防止の対策は、
自宅での検温、プレー中以外はマスク着用、頻繁に消毒の実施、さ
らに、学校の運動場や市の運動施設の利用時には参加者全員の名
簿の提出（もしもの時の追跡のため）等が決められています。
それぞれのガイドラインを遵守しながら新型コロナウイルス感染
防止対策を施していることは当たり前として理解しているが、なぜ、
新規感染者が増え続けているのか理解しがたい。個々人が、入院
はしたくない、感染後の後遺症に苦しみたくないと強い意識で行動
すれば、感染は防げると考える。
小学校の先生の話、コロナの影響でマスクの着用、手洗い消毒

の徹底が日常となったためか、この冬のインフルエンザで学級、学
校閉鎖が全くなかったとのこと。コロナ対策のガイドラインの徹底
がいい方向に作用したと思う。来年もマスク、手洗い、消毒は続け
てみてはどうか。

継続は力なり、その秘訣とは
　　　　　　　　　　　　　　植村 政春
平成12年から高辺台4号公園（ポプラ公園）で早朝ラジオ

体操の世話役を務めています。21年目になります。始めたころ
は、地域の小学校にも子供が多く、夏休みには体操カードを配っ
て、ラジオ体操に参加した日、はんこを押してあげてました。現
在、普通のメンバーは20名ほどです。中にはつえを突きながら
通い「ここへ来てみんなと話しをするのが唯一の楽しみです」と
おっしゃる方もいて貴重な交流の場にもなっています。雨の日以
外は、お盆、お正月も関係なく、毎日続けています。元日には連立っ
て初日の出を見に行くのが恒例になっています。水越峠から昇る
朝日はとても見事ですよ。
個人的にはこれまで富士山を初め、全国各地の山に登ってきま

した。金剛山には、2,600回ほど登りました。もうすぐ90歳
になるので、90歳を超えてどれだけ行けるかが勝負だと思って
います。
コメント
富田林市市制70周年事業で過去に市表彰「善行賞」を受けた市
民・団体の中に河内ブロック会員（富田林市）在住の「植村政春さん」
と市長との対談記事を紹介しました。地道な地域ボランティア活動を
21年前からそして今も活動中です。

73才 「日商簿記3級検定試験」に挑戦
　　　　　　　　　　　　　　青木 育夫
現在会計監査に携わっていることもあり、会計をより深く理解

し見つめ直してみたいと、簿記3級の検定試験を受験しようと昨
年9月から取り組み始めました。
手始めに、簿記の本を買ってきて簿記の一連の流れをザックリ

とつかみ、作業として日々やること、1ヵ月ごとにやること、1年
ごとにやることを把握するとともに、簿記の一番の基本は、資産
の勘定科目約30，負債約20科目、費用と収益で約30科目あり、
日々の取引をこれらの科目を使って正確に仕訳することが重要で
あることが、再認識できました。自宅での学習と並行して3級講
座の教室に約3ヵ月通いました。
用語の理解、数字との格闘、各種の仕訳や試算表の作成、そし

て年度末の決算整理における財務諸表（損益計算書・貸借対照表）
の作成等、思考回路をフル回転させるが、所詮70歳代の頭では
覚えが鈍い…。11月の検定試試験に初挑戦しましたが不合格と
なりました。最大の原因は、各種表の作成に相当時間を取られ制
限時間2時間内では、処理できず完敗でした。そこで今回の反省
を踏まえて、次回2月の検定試験に向けて、時間をかけずに解答
するためには、どんな問題もポイントを的確にとらまえ、素早く
解答できる知識が重要と考え、次回検定試験までの3ヵ月間は、
模擬試験問題集と徹底的に取り組むこととしました。各異なる問
題を毎日何度も繰り返し解くことにより理解と共に解答時間も短
くなってきて自信も生まれました。そして再挑戦した今年2月に
施行された「日商簿記3級検定試験」に合格することが出来まし
た。コロナ禍において約半年机と向き合って挑戦したことが報わ
れました。

きゅうりのキューちゃん買うてるで!!
　　　　　　　　　　　　　　匿名
先日、大阪の仲間から「大阪を出てから久しぶりやろう」

と「引っ越し先の生活は、どない」と電話があり、答えは、「住
みよくもあり」「いや、いや大阪のネオンがこいしいで」と返事、
空気は申し分ないし、人間関係も「田舎」での持ちつ持たれ
つの人情生活。
うれしいが、時間があれば「大阪に行きたいんやけど」と
呟くと、妻が、「コロナと友達になりたかったら行っといで…」
交通費は、「片道切符やで」帰らんでもええし…
今人気の「キャンプ生活かいな」というと、あんたやった

ら「野宿」がお似合いやわと攣れない返事…
夫婦仲とは、鶴瓶師匠の「きゅうりのキュ－ちゃん、買っ

てあるで」妻が「そういったところ好きよ」を見ると微笑ま
しい。ついつい笑ってしまうシーン。
コロナの終息を期待しつつ…。日々、新生活様式を守ります。
大阪に行けることを楽しみにしています。
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。

　

な
お
、
受
講
し
た
方
々
に
配
布
し
た
資

料
は
、
十
分
に
注
意
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

い
て
は
、
自
ら

が
守
ら
な
け
れ

ば
成
ら
な
い
と

…
つ
く
づ
く
思

う
昨
今
で
す
』

と
思
っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
か
い
な
ァ

～
？

　

又
！
明
け
な
い
夜
明
け
な
ん
ぞ
！
無
い

ん
だ
か
ら
、
そ
し
て
、
止
ま
な
い
雨
も
無

い
ん
だ
か
ら
と
思
う
位
！『
鷹
揚
』な
気
持

ち
を
持
ち
、
付
き
合
う
事
も
時
節
柄
を
考

え
た
場
合
寛
容
で
は
？
と
も
思
う
昨
今
で

あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
！
参
加
者
五
〇
人
が
、
四
回
の

座
学
：
施
設
研
修
：
社
会
見
学
等
を
ク
リ

ア
し
最
終
月
九
月
に
向
け「
コ
ロ
ナ
」に
負

け
ず
、
粛
々
と
進
め
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
最
後
迄
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
開
講
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

第
一
部
　「
関
西
総
支
部

　
　
嶋
本
執
行
委
員
長
記
念
講
演
概
要
」

　

今
回
、
嶋
本
執
行
委
員
長
の
記
念
講
演

は
、
様
変
わ
り
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
姿
を
解
か

り
や
す
く
説
明
、
特
に
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
Ｉ

Ｃ
Ｔ
パ
イ
オ
ニ
ア
」
と
し
て
地
域
社
会
の

中
核
企
業
を
目

指
し
て
い
る
こ

と
・
そ
こ
で
働

く
組
合
員
（
社

員
）
の
仕
事
の

会
長
あ
い
さ
つ

　
「
摂
河
泉
・
ク
ラ
ブ
」開
講
に
当
た
り
…

時
節
柄
を
意
識
し
簡
潔
に「
一
言
！
」開
講

迄
に
扱
ぎ
つ
け
て
頂
い
た
、
摂
河
泉
・
ク

ラ
ブ
Ｐ
Ｔ
会
議
メ
ン
バ
ー
に
感
謝
！
そ
し

て
、
此
の
状
況
下
で
快
く
記
念
講
演
講
師

を
快
諾
し
て
頂
い
た
、
関
西
総
支
部　

嶋

本
委
員
長
に
は
有
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

更
に
！　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
施
で
あ
る
事

を
充
分
意
識
し
、
且
つ
『
参
加
・
出
席
会

員
等
の
安
全
を
第
一
』
に
遂
行
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
安
全
最
重
視
を
基
本
に
、
コ
ロ

ナ
禍
に
於
け
る
対
応
等
々
に
つ
い
て
は
、

か
ね
が
ね
発
信
し
て
い
る
通
り
の
考
え
で

あ
り
ま
す
「
ひ
よ
ら
ず
！
ぶ
れ
ず
！
流
さ

れ
ず
！
」そ
し
て「
迎
合
」せ
ず
…
の
考
え

で
対
応
し
た
い
。

　

但
し
！
実
施
途
中
に
於
い
て
コ
ロ
ナ
禍

局
面
等
に
不
測
の
事
態
が
惹
起
し
た
場
合

直
ち
に
対
応
等
に
つ
い
て
の
判
断
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
関
係
に
つ
い
て

の
現
感
想
で
す
！
只
々
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
遵

守
の
み
で
す
が
、
昨
今
の
政
治
を
見
る
限

り
思
う
事
は
！
『
自
分
の
生
命
等
々
に
つ

あ
り
方
に
つ
い
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

一
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
現
状

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
全
体
の
二
〇
一
九
年
度
の
営
業

収
益
は
、
過
去
最
高
を
更
新
し
た
こ
と
。

二
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
再
編

①
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
完
全
子
会
社
化
を
終

え
た
こ
と

②
個
性
豊
か
な
街
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

す
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ 

ア
ー
バ
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
グ
ル
ー
プ
の
設
立

③
発
電
、
送
電
（
蓄
電
）
そ
し
て
売
電
を
担

う
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ノ
ー
ド
エ
ナ
ジ
ー
の
設
立

④
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
会
社
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
ｔ

ｄ
」の
営
業
開
始
な
ど

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
大
き
く
そ
し
て
、
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

三
、一
方
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
取
り
組
み
は
、

　
「
電
話
屋
」
か
ら
地
域
と
と
も
に
「
魅
力

的
な
未
来
」を
創
る「
地
域
を
元
気
に
す
る

会
社
」：
ソ
ー
シ
ャ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｔ
パ
イ
オ
ニ

ア
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
。

四
、
新
領
域
ビ
ジ
ネ
ス
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
末
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ｅ

－

ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
」を
設
立「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
×
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
」
を
通
じ
て
、
新
体
験
、　

文
化
、

経
済
に
貢
献
を
め
ざ
す
。
二
〇
二
〇
年
八

月
に
最
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
事
業
を
秋
葉
原
に
開
設
、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
」も
出
資
予
定
。

五
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
本
社
ビ
ル
は
、

二
〇
二
一
年
三
／
四
半
期
の
竣
工
予
定
。

↓
中
井
会
長 

挨
拶

二
〇
二
〇
年
度

摂
河
泉・ク
ラ
ブ
開
講
式（
四
月
一
二
日
）

↑
池
尻
事
務
局
長（
司
会
）

↑
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
関
西
総
支
部

　
嶋
本
執
行
委
員
長 

記
念
講
演
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　津波・高潮が発生したときの西大阪地域の防災拠点およ
び津波・高潮災害に関する啓発拠点となる施設です。かつ
て大阪を襲った高潮や、近い将来必ず大阪を襲うと言われ
ている南海トラフ巨大地震とともに、地震、津波発生時の対
応などを学べる、広く開かれた施設です。
　“見て、聞いて、触って”楽しく学び、災害への備えの大
切さを心に刻んで、孫たちにも伝えましょう。

集合場所 ： 津波・高潮センター玄関口付近集合場所 ： 津波・高潮センター玄関口付近
見　　学 ： 午後２時～見　　学 ： 午後２時～
交通機関 ： 大阪メトロ　阿波座駅（中央線・千日前線）交通機関 ： 大阪メトロ　阿波座駅（中央線・千日前線）
　　　　　 出口：８番　徒歩２分　　　　　 出口：８番　徒歩２分
緊急の場合は、ブロック長及びPT委員に電話を願います。緊急の場合は、ブロック長及びPT委員に電話を願います。

6月14日（月）
集合時間：午後1時30分

2020年度
 摂河泉・クラブ

第２回講座

津波・高潮ステーション 津波・高潮ステーション 

新
京
橋
ビ
ル
に
移
転（
Ｊ
Ｒ
京
橋
）

　

以
上
今
後
ま
す
ま
す
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
大
き

く
変
化
し
て
行
く
こ
と
を
実
感
し
た
講
演

で
し
た
。

第
二
部
　「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
体
操
」

　

第
二
部
は
、
西
脇
副
会
長
の
司
会
で
、

田
中
理
学
療
法
士
に
よ
る
「
健
康
寿
命
を

延
ば
す
、
健
康
体
操
」
が
言
葉
巧
み
な
話

術
で「
ぐ
い
ぐ
い
」と
引
き
込
ま
れ
、
日
ご

ろ
使
っ
て
い
な
い
筋
肉
・
筋
が
、
い
た
気

持
ち
よ
く
も
あ
り
、
二
、三
日
後
の
筋
肉

痛
を
思
い
め
ぐ
ら
し
な
が
ら
、
日
頃
使
わ

な
い
筋
肉
・
筋
を
動
か
せ
た
こ
と
へ
の
喜

び
と
、
講
師
の
言
う「
継
続
は
力
な
り
」を

日
常
に
生
か
し
て
こ
そ
、
成
果
あ
り
。

　

第
二
部
の
「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
、
健

康
体
操
」に
つ
い
て
概
要
紹
介
。

そ
の
目
的

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、【
栄

養
】
と
【
運
動
】
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
も
増
し
て
有
効
な
の
が
、【
人
と
人

の
つ
な
が
り
】
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の【
人
と
人
の
つ
な
が
り
】の
場
が
、
体
操

教
室
で
あ
る
と
田
中
理
学
療
法
士
が
力
説

さ
れ
、
ち
ょ
っ
と
知
っ
て
お
き
た
い
知
識

を
お
教
え
頂
き

ま
し
た
。
参
考

に
し
て
く
だ
さ

い
。

知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
こ
と（
三
）

留
意
点
を
伝
え
る
理
由

　

体
操
は
、
間
違
っ
た
や
り
方
を
す
る
と

一
．
効
果
が
少
な
い（
出
に
く
い
）

二
．か
え
っ
て
、首
や
腰
、膝
を
傷
め
ま
す
。

知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
こ
と（
四
）

「
間
違
っ
た
や
り
方
」に
な
る
理
由

一
．
ヒ
ト
は
、〝
や
り
に
く
い
〟
こ
と
は
、

自
分
な
り
に〝
や
り
や
す
い
〟方
法
で
や

ろ
う
と
し
ま
す
。

二
．
そ
の
こ
と
は
、
一
概
に
悪
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
体
操
」の
場
合
は
、

〝
効
果
の
で
な
い
方
法
〟
や
〝
身
体
を
傷

め
て
し
ま
う
方
法
〟
に
繋
が
っ
て
し
ま

知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と（
一
）

筋
肉
の
特
徴
・
特
性

　

筋
肉
は
、
縮
む
（
収
縮
す
る
）
こ
と
で
、

働
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
収
縮
さ
せ
る
た

め
に
は
、
も
と
も
と
伸
び
て
い
る
状
態
が

必
要
で
す
。

　

筋
肉
は
、
延
ば
そ
う
と
す
る
と
、
元
の

状
態
に
戻
ろ
う
と
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、

急
に
延
ば
す（
伸
張
す
る
）こ
と
は
望
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
こ
と（
二
）

筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
の
理
由

　

筋
肉
は
、
使
用
す
る（
収
縮
す
る
）こ
と

で
、キ
ズ
が
つ
き
ま
す
。
ヒ
ト
の
身
体
は
、

其
れ
を
修
復
し
よ
う
と
し
ま
す
。そ
し
て
、

修
復
の
際
に
、
筋
肉
が
太
く
な
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
一
定
以
上
の〝
き
つ
い
〟

運
動
が
筋
力
強
化
に
な
り
ま
す
。

　

週
に
一
回
程
度
で
〝
筋
力
維
持
〟〝
筋
力

向
上
〟
の
た
め
に
は
週
二
回
以
上
が
必
要

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
毎
日
す
る
こ
と
は
お
勧
め
し
ま
せ
ん
。　

毎
日
、キ
ズ
が
つ
い
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

※
修
復
の
際
に
現
れ
る
の
が
「
筋
肉
痛
」
で

す
。
で
す
か
ら
、「
筋
肉
痛
」が
で
た
か
ら

と
い
っ
て
運
動
を
や
め
て
し
ま
う
の
は
、

も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
運

動
中
・
運
動
後
に
関
節
に
痛
み
が
出
た
場

合
は
、
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

い
が
ち
で
す
。

三
．で
す
か
ら
、〝
正
し
い
や
り
方
〟を
知
っ

て
お
く
こ
と
。

知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
こ
と（
五
）

筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
時
の
注
意
点

一
．
ど
の
筋
肉
を
鍛
え
て
い
る
か
を
意
識

し
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
漫
然
と

行
う
と
効
果
が
出
に
く
く
な
る
こ
と
等

二
．
ゆ
っ
く
り
や
り
ま
し
ょ
う
、
早
く
す

る
方
が〝
ら
く
〟で
す
が
、
筋
肉
に
負
担

を
か
け
る
た
め
は
、
ゆ
っ
く
り
や
る
方

が
効
果
的
で
す
。
呼
吸
し
な
が
ら
行
い

ま
し
ょ
う
。

↑
第
二
部
司
会 

西
脇
副
会
長
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安心・信頼、生きがいあふれる２１世紀、みんなと共に！

2020年度2020年度
摂河泉・クラブ 開講式摂河泉・クラブ 開講式

会長挨拶

記念講演風景 健康体操（少し上級編）

健康体操（基礎編）



サークル名サークル名 開催場所開催場所 開催日開催日 会費等会費等 代表代表

カラオケサークル サウンド京橋 第2土曜日 1回1,200円
1ドリンク付 中川 孝子

グラウンドゴルフサークル
「友遊会」

会長 : 年毎
4サークルで持ち回り

ブロックのサークル
河内　 SSS会
泉州　 楽友会
北摂　 北摂同好会
なにわ なにわ会

ブロックの
サークルで
異なる

ブロックの
サークルで
異なる

2021年
佐脇 修学

〈泉州ブロック〉

心と体の5UP体操 豊中市ヴィラ森田
3階スタジオファイブ

第1・3月曜日
14:00~16:00

前期8,000円
後期8,000円
但し、月1回4,500円

大串 チエ

詩吟サークル
吟電支部 NTT淀川ビル 土曜日（月3回）

14:00~16:00
月額2,000円
本部費自己負担 大橋 善一

大正琴
「わたすげの会」 西宮市　若竹公民館 第1・3木曜日

13:00~15:30 月額2,500円 向井さよ子

日本民踊を踊ろう会 ・京橋ビギンホール
・東大阪市社会福祉協議会

第2・3水曜日
15:00~17:00 月額1,000円 角野 秀幸

ゴルフサークル くずはゴルフリンクス 現在は不定期開催 開催日に3,000円 藤直 数隆

囲碁・将棋サークル NTTコンポ大阪
退職者サロン等

第2・4火曜日
13:00~16:00 年額2,000円 坂田 俊郎

2020年度
サークル紹介
（保存版）

会員からの
要望 地図を掲載しました。

心と体の 5UP 体操心と体の 5UP 体操 第1・3月曜日 14:00~16:00

阪急宝塚線 岡町下車（豊中市役所横）

豊中市ヴィラ森田
3階スタジオファイブ

豊中市中桜塚 3-10-12
ヴィラ森田ビル ３階

ササーーククルル紹紹介介（（保保存存版版））
ササーーククルル名名 開開催催場場所所  開開催催日日  会会費費等等  代代表表者者  

カカララオオケケササーーククルル ササウウンンドド京京橋橋 第第 22 土土曜曜日日  11 回回 11,,220000 円円  中中川川  孝孝子子  

11 ドドリリンンクク付付  

ググララウウンンドドゴゴルルフフ  

ササーーククルル友友遊遊会会

会会長長：：年年毎毎  

４４ササーーククルルでで持持ちち回回りり  

ブブロロッッククののササーーククルル  

河河内内    ＳＳＳＳＳＳ会会  

泉泉州州    楽楽友友会会  

北北摂摂    北北摂摂同同友友会会  

ななににわわ  ななににわわ会会  

ブブロロッッククののササーーククルルでで

異異ななるる  

ブブロロッッククののササーーククルルでで

異異ななるる  

２２００２２１１年年  

佐佐脇脇  修修学学  

〈〈泉泉州州ブブロロッックク〉〉  

心心とと体体のの 55UUPP 体体操操  豊豊中中市市ブブィィララ森森田田  第第 11・・33 月月曜曜日日  前前期期 88,,000000 円円  大大串串  チチエエ  

３３階階ススタタジジオオフファァイイブブ  1144：：００００～～1166：：0000  後後期期 88,,000000 円円  

詩詩吟吟ササーーククルル  NNTTTT 淀淀川川ビビルル  土土曜曜日日（（月月 33 回回））  月月額額 22,,000000 円円  大大橋橋  善善一一  

吟吟電電支支部部  1144：：0000～～1166：：0000  本本部部費費自自己己負負担担  

大大正正琴琴ササーーククルル  

「「わわたたすすげげのの会会」」  

西西宮宮市市  若若竹竹公公民民館館  第第１１・・３３木木曜曜日日  

1133：：0000～～1155：：3300  

月月額額 22,,550000 円円  向向井井ささよよ子子  

日日本本民民踊踊をを踊踊ろろうう会会  ・・京京橋橋ビビギギンンホホーールル 第第２２・・３３水水曜曜日日  月月額額 11,,220000 円円  角角野野  秀秀幸幸  

・・東東大大阪阪市市社社会会福福祉祉協協

議議会会

1155：：0000～～1177：：0000  

ゴゴルルフフササーーククルルゴゴルルフフ  くくずずははゴゴルルフフリリンンククスス  現現在在はは不不定定期期開開催催  開開催催日日にに 33,,000000 円円  藤藤直直  数数隆隆  

囲囲碁碁・・将将棋棋ササーーククルル  NNTTTT ココンンポポ大大阪阪  

33ＦＦササロロンン  

第第 22・・44 火火曜曜日日  

1133：：0000～～1166：：0000  

年年額額 22,,000000 円円  坂坂田田  俊俊郎郎  

◎ 会員から要望で地図を掲載しました。
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泉泉州州    楽楽友友会会  
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第第 22・・44 火火曜曜日日  

1133：：0000～～1166：：0000  

年年額額 22,,000000 円円  坂坂田田  俊俊郎郎  

◎ 会員から要望で地図を掲載しました。
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